
 

  

  

  

公表：  2024 年  2 月 15 日                                事業所名 こどもサポート教室「きらり」宇都宮海道校  

  
チェック項目  はい  いいえ  工夫している点  

課題や改善すべき点を踏まえ

た改善内容又は改善目標  

環

境 

・

体

制

整

備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切で

ある  
〇  

お子様の特性に合わせた環

境作りを心掛けている 

利用者によって特性も様々なの

で、担当する指導員や同じ時間

帯の利用者同士の組み合わせな

ども配慮し対応している 

②  職員の配置数は適切である  〇  
余裕のある人員配置で支援

を行うことができている 

今後も適切な基準人員を満たし

た運営をおこなっていく 

③  

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境に

なっている。また、障害の特性に応じ、事業所の設備

等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切に

なされている  

〇  

幼児用便座設置し、小さい

お子様でも安心してトイレ

が使えるようにしている 

外階段が急なため、階段上にマ

ットを敷き滑りにくくしている 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になって

いる。また、子ども達の活動に合わせた空間となってい

る  

〇  

掃除、消毒については毎日

行っている。空気清浄機の

清掃も定期的に行ってい

る。お子様の興味を引く掲

示物や制作物も増えた 

下の階が美容室の為、床の騒音

尚がないようにマットなどを敷

くような工夫をしている。環境

面で活動にある程度制限がでて

くるのが課題 

業

務

改

善 

⑤  
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標設定

と振り返り）に、広く職員が参画している  
〇  

定期的に支援について話し

合う場を作り、支援内容や

その他業務について共有と

振り返りができている 

目標設定と振り返りに関して

は、社内の業績評定シートを活

用しながら、定期的に上長との

面談を実施している 

⑥  

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業

所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を

把握し、業務改善につなげている  

〇  

保護者様からのご意見（苦

情等も含む）があった時に

は全体で共有し原因と対策

について検討する体制がつ

くられている 

日頃の保護者様とのコミュニケ

ーションにおいて、ご意見頂い

た事に対しては真摯に受け止め

対応していく 

⑦  

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の

結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、

その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、

事業所の会報やホームページ等で公開している  

〇  

HP 上での公開と事業所内で

ファイル保管をし、いつで

もご確認頂けるようにして

いる 

ご意見頂き改善した部分は、ご

利用者様、及び保護者様に周知

をしていく 

⑧  
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改

善につなげている  
〇  

評価を受け、その結果をも

とに職員全体で見直し、改

善に取り組んでいる 

運営面に関する定期的な指導を

受け、適切な運営を目指してい

る 

⑨  
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している  
〇  

定期的に発達研究所が主体

となる研修が行われ、参加

の機会も得られている 

事例検討やテーマ研修など複数

の研修形態の中で、より事業所

の課題に即した内容となるよう

検討していく 

適

切

な

支

援

⑩  

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや

課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画

を作成している  

〇  

支援計画立案の為に面談を

行い、保護者様のニーズの

聞き取りや支援の提案をし

ながら進めている 

アセスメントシートを療育に活

かす構造を検討していく中で、

サービスの質の向上を目指して

いく 

⑪  
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化された

アセスメントツールを使用している  
〇  

毎年、共通のアセスメント

シートを用いて、児童の成

長について共通認をもって

いる 

アセスメントシートに関しては

作成頻度なども含め、より支援

の質の向上に繋がる形を今後検

討していく 

児童発達支援 事業所における自己評価結果（公表） 



 

  

の

提

供 

⑫  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライン

の「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援

（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地

域支援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な

項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内

容が設定されている  

〇  

初回契約時、またはモニタ

リング時にご利用者様の現

状、保護者様からのご要

望、事業所からの見立てを

踏まえ、優先的に必要な項

目を見極めながら支援計画

の立案を行っている 

ご利用者様の支援フェーズによ

って、徐々に地域支援の必要な

ケースが出てくる。必要な時に

適切な地域資源を活用していけ

るように、日頃から地域連携を

心掛けていく 

 

⑬  児童発達支援計画に沿った支援が行われている  〇  

支援計画に基づいて短期課

題を設定し、細かな支援が

できるよう取り組んでいる 

お子様、保護者様、職員の三者

間でどのような目的・目標で療

育を行っていくか定期的に確認

をしている 

⑭  活動プログラムの立案をチームで行っている  〇 

 

プログラムごとにチームに

分かれて取り組み、話し合

いを経て内容を決定してい

る 

定期的に MTG を行い支援内容等

の確認や相談が行われている 

⑮  活動プログラムが固定化しないよう工夫している  〇 

 

お子様に飽きがでないよう

に様々な教材を使う工夫を

行っている 

利用者のニーズに対して様々な

プログラムを計画、実施してい

るため、それぞれを中途半端に

行ってしまわないよう注意する

必要がある 

⑯  
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて児童発達支援計画を作成している  
〇  

個別療育に加えて、小学校

の集団生活に向けた就学準

備プログラムも提供してい

る 

イベント的な小集団プログラム

や、就学準備、SST 等の療育的

なプログラムなども希望を募り

ながら提供している 

⑰  
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行

われる支援の内容や役割分担について確認している  
〇  

社内の共有ツールを活用

し、必要な情報はその都度

共有し、全員が把握できる

ようにしている 

利用状況によるところだが、可

能な範囲で職員間の共有の場を

つくっている 

⑱  

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有

している  

〇  

社内の共有ツールを活用

し、必要な情報はその都度

共有し、全員が把握できる

ようにしている 

利用状況によるところだが、可

能な範囲で職員間の共有の場を

つくっている 

⑲  
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の

検証・改善につなげている  
〇 

 

支援記録の記入が滞ること

のないよう、目安となる期

限を決めている 

社内で運用している WEB 上での

支援記録のツールを活用してい

る。必要に応じて、利用者の記

録の取りまとめや、職員間の共

有の手段として活用している 

⑳  
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の

見直しの必要性を判断している  
〇  

毎月該当の利用者のモニタ

リングを実施している。作

成時には、職員間で相談な

どをして目標を決定してい

る 

お子様や保護者様に聞き取りを

行い、現状の困り感などを確認

した上で個々の支援計画を作成

している 

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

㉑  

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ

の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し

ている  

〇  

基本的に児童発達支援管理

責任者が参加している。場

合によっては指導員も同行

する 

サービス担当者会議の機会は 

まだまだ少ない。相談支援員な

ど関係者との連携を今後深めて

いく必要がある 

㉒  
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係

機関と連携した支援を行っている  
〇  

学校・幼稚園・保育園への

ほうもんやｖ連絡の取りあ

いにより、情報共有の機会

が増えた 

保護者様の意向を確認し、関係

機関連携を積極的に進めている 

㉓  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関

係機関と連携した支援を行っている  

 〇 

該当児童なし  



 

  

連

携 
㉔  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整

えている  

 〇 

該当児童なし  

㉕  

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特

別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っている  

〇 

 

お子さんの通っている園と

連携して支援を行ってい

る。集団生活の中での困り

感を伝えてもらうことで個

別支援に繋げたり就学先に

について話し合う機会を作

ることができている 

関係機関との連携については保

護者様のニーズを確認しながら

継続して行っていく 

㉖  

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学

部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解

を図っている  

〇  

保護者同意の上、必要に応

じて就学先の学校に支援記

録を提供し様子を共有して

いる 

今後、より地域との連携を密に

していく事を目標として行動し

ていく 

㉗  

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている  

〇  

地域のリハビリセンターの

研修等に参加し、学んだこ

とは教室内で共有している 

今後より地域の研修や関係機関

との連携を進めていく 

㉘  
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害

のない子どもと活動する機会がある  
 〇 

現状、交流をする機会はも

つことはできていない 

今後より地域の研修や関係機関

との連携を進めていく 

 
㉙  

（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子

育て会議等へ積極的に参加している  
 〇 

積極的な参加は行うことが

できていない 

地域の情報を把握し、地域との

接点を今後も増やしていく 

㉚  
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの

発達の状況や課題について共通理解を持っている  
〇  

FB時に共有する他、事業所

内相談支援を行い、お子さ

んの状況や課題について共

通理解を持てるよう関わっ

ている 

より短期的な目標設定をし、療

育の達成度を分かりやすくする

ため、支援計画以外の独自のツ

ールを用いて共通理解を図って

いる 

㉛  

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対

して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）

の支援を行っている  

 〇 

現状、提供するサービスと

してプログラムの機会は持

てていない 

内部・外部研修を行い、保護者

様のニーズを踏まえて対応を検

討していく 

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等 

㉜  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ている  
〇  

ご契約時、また受給者証の

更新時など、保護者様が理

解しやすいよう丁寧な説明

を心掛けている 

保護者様のご不明点、ご質問に

ついては、都度丁寧に対応をし

ていく 

㉝  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき

作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援

内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画

の同意を得ている  

〇 

 

個別支援計画の更新時には

必ず保護者様の同意のも

と、新しい計画書を制定し

ている 

お子様一人一人が目指す目標を

明確にし、支援方針がご利用者

様、保護者様が把握できるよう

に作成を行っていく 

㉞  
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相

談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている  
〇 

 

事業所内相談支援の時間を

作り、その中でじっくり話

を聞ける環境を作れるよう

心掛けている 

参加者のニーズに合わせなが

ら、開催頻度も多くできるよう

企画していく 

㉟  
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援している  
〇  

保護者会を実施し、保護者

同士で関われる場を作って

いる。今後も継続していき

たい 

感染症などの状況に配慮しなが

ら、今後も保護者のニーズを確

認しながら保護者会の開催を検

討していく 

㊱  
子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の

体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、
〇  

事業所内におけるご相談事

や申し入れについての窓口

については契約時にご説

明。管理者が中心となり、

保護者様がよりご意見、ご要望

などを発信しやすいよう、SNS

なども活用しながら整備してい

く 



 

  

相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応し

ている  

ご要望等については対応し

ている 

㊲  

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、

連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信し

ている  

〇  

イベントのチラシ等を作成

し、教室内に掲示したり、

LINEや直接のお声がけで周

知を行っている 

利用者や保護者がより教室から

の発信を把握できるよう、ツー

ルを工夫しながら対応をしてい

く 

㊳  個人情報の取扱いに十分注意している  〇  

利用者の個人情報に関して

は個別にファイリングし、

事務室のロッカー内に保

管。また写真撮影に関して

は個人情報の同意書での署

名と適宜確認を行っている 

引き続き、個人情報に関する管

理を徹底していく 

㊴  
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝

達のための配慮をしている  
〇  

絵カードやタブレット教材

を使用し、コミュニケーシ

ョンの幅を広げている 

お子様の特性に合わせた伝達手

段が選択できるよう、可能な限

り教材の整備を行っている 

㊵  
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か

れた事業運営を図っている  
 〇 

周辺地域との連携に関して

は、いまはまだ機会として

は少ない 

地域の情報を把握する手段が限

られている。今後、どのような

媒体から発信があるか確認をし

ていく 

非

常

時

等

の

対

応 

㊶  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応

マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとと

もに、発生を想定した訓練を実施している  

〇  

避難場所や訓練の様子を教

室内に掲示し、利用者や保

護者に周知している 

特に疾患をお持ちのご利用者に

関しては、他の利用者の感染症

の連絡があったタイミングで、

速やかに情報提供を行っている

（個人情報に配慮して） 

㊷  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行っている  
〇 

 毎月、様々な状況を想定し

た避難訓練を実施してい

る。必要に応じて利用者に

も参加頂いている 

避難訓練実施後は、その様子な

どを事業所内に掲示し、他のご

利用者が確認できるよう工夫し

ている 

㊸  
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの

状況を確認している  
〇  

ご契約時に基本情報シート

をお渡しし、疾患や配慮す

る点についての確認を行っ

ている 

有事の際は、提携医療機関との

連液を取りながら対応をしてい

く 

㊹  
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に

基づく対応がされている  
 〇 

食事の提供は行っていない 今後、提供する場合は内部のマ

ニュアルに沿って対応していく 

㊺  
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい

る  
〇  

危険を感じたケースがあっ

た場合、速やかに報告書を

作成し、全体への共有と再

発防止に役立てている 

ヒヤリハットの報告、及び事後

対応について（お子様、保護者

様への対応等も含め）上長に報

告し、必要な指示を受けている 

㊻  
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている  
〇  

虐待防止委員会の方針に沿

って、伝達講習や事例検討

を行っている 

今後、委員会が中心となりより

具体的な事例検討や、環境面に

おける予防策などについて検討

をしていく 

㊼  

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについ

て、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に

説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載

している  

〇  

権利擁護委員会の方針に沿

って、伝達講習や事例検討

を行っている。身体拘束に

関する事項については、個

別支援計画に記載している 

虐待防止と同様、今後より具体

的な事例検討や環境面における

予防策などについて検討をして

いく 

  

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。   



 

  

 

 

 

公表：2024 年  2 月 15 日    

  

事業所名： こどもサポート教室「きらり」宇都宮海道 校    保護者等数（児童数）： 9 名 回収数：8 名  割合：  89 ％  

 

  
チェック項目  はい  

どちらともい

えない  いいえ  わからない ご意見  ご意見を踏まえた対応  

環

境 

・体

制

整

備 

①  
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か            
7 1   

机にむかう勉強だけで

なく縄跳びやトランポ

リン等もやってくれる

から 

支援スペースに関しては

パーテーションなどを使

い、お子様が活動する場

所を把握しやすい環境作

りを行っている。また、

クールダウンとして相談

室スペースなども活用し

ている 

②  職員の配置数や専門性は適切であるか     7   1 

きらりの活動以外の事

も相談するとアドバイ

スをくれるから 

適正な基準人員を満たし

た勤務体制で運営をして

いく。また専門性に関し

ては定期的な研修を受け

ることで、事業所全体の

専門性の向上を目指して

いく 

③  

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環

境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業

所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への

配慮が適切になされているか                  

7 1   

資格で次に何をやるか

など示してくれるた

め、子どもも理解して

次の活動に取り組んで

いると思うから 

賃貸物件の為、建物の改

修等については管理会社

と要相談。ご意見、ご要

望に関しては真摯に受け

止め、可能な範囲で対応

を行っている 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境 

となっているか。また、子ども達の活動に合わせた空

間となっているか        

8    

上記と重複するが身体

を動かす活動をすると

きはその空間を設けて

くれるから 

様々な年代や特性のお子

様を迎え入れることがで

きるよう、環境面につい

ては定期的に改善してい

る 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑤  

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ

れた上で、児童発達支援計画が作成されているか  8    

子どもの難易度に合わ

せてくれているし、親

の取り入れてほしい課

題もとりいれてくれる

から 

個別支援計画ついては、

事前にお子様、保護者様

の要望を確認し、その上

で事業所としての見立て

を行っている 

⑥  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ

ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達

支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支

援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支

援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか  

7   1 

 必要な時に適切な地域資

源を活用していけるよう

に、日頃から地域連携を

心掛けていく 

⑦  児童発達支援計画に沿った支援が行われているか  8    

フィードバックの時支

援計画に沿った支援が

行われていることを確

認できるから 

個別支援計画に沿った療

育を提供している。ま

た、短期的な目標到達度

を確認する為、独自のツ

ールを運用しお子様や保

護者様との共通理解を図

っている 

⑧  
活動プログラムが固定化しないよう工夫されている

か  
7   1 

ひらがなの練習一つと

ってもなぞり書き、タ

ブレット、線つなぎな

ど様々な工夫をしてく

れているから 

個別支援計画の内容に則

り、お子様の成長過程に

おいて、その都度適切な

児童発達支援 保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 



 

  

プログラムを提供できる

ようにしている 

⑨  
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子どもと活動する機会があるか  
4 1 3  

 今後、ご利用様のニーズ

を踏まえて検討していく 

保

護

者

へ

の

説

明

等 

⑩  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明が

なされたか  
8    

 契約時に契約書・重要事

項説明書の内容をもと

に、保護者様の不明点な

どを確認しながら説明を

進めている 

⑪  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児童発達支援計画」を示しなが

ら、支援内容の説明がなされたか  

8    

 お子様や保護者様のニー

ズを事前に確認し、ガイ

ドラインの中の支援内容

に合った目標を支援計画

に反映している 

⑫  
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・ト

レーニング等）が行われているか  
7   1 

子どもの困った行動に

ついて相談すると、こ

のように関わってみた

らどうかと具体的なア

ドバイスをくれるから 

事業所内相談支援や保護

者会の中で、保護者様の

要望を確認しながら対応

を進めていく 

 

⑬  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解ができてい

るか  

8    

子どもの変化にすぐに

気づいてくれ、以前よ

り集中して取り組めて

いる等、できるように

なったことを細かい点

までみて教えてくれる

から 

日々変化するお子様の成

長に合わせて、保護者様

との対話する時間を大切

にしている。課題ついて

は、すり合わせを行い、

必要に応じて支援に取り

入れている 

⑭  
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する

助言等の支援が行われているか  
8    

月に 1 回時間いっぱい

まで今悩んでいること

などを聞いて助言をく

れるから 

支援後のフィードバック

や事業所内相談支援の機

会を設け、お子様の支援

と合わせて保護者支援に

も力を入れている 

⑮  

父母の会の活動の支援や、保護者会等の 

開催等により保護者同士の連携が支援されている

か  

3 2  3 

 今後のコロナウイルス等

の感染状況に配慮しなが

ら、保護者会の開催を定

期的に行っていく 

⑯  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対

応の体制が整備されているとともに、子どもや保護

者に周知・説明され、相談や申入れをした際に迅

速かつ適切に対応されているか  

8    

月 1 回の事業所内相談

でこんなことに取り組

んでほしい旨を伝える

とすぐに取りかかって

くれる。それも、子ど

ものペースに合わせ無

理なくしてくれるから 

管理者が中心となり、お

子様や保護者様のご意

見・ご要望についてはで

きる限り迅速に対応して

く 

⑰  
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮がなされているか  
8    

先生に前話したことを

次の回で先生皆さんに

伝達されていて同じこ

とを 2 度説明するとい

うことがないから 

LINE なども活用し、それ

ぞれの生活状況に応じて

ご要望などを伝えること

ができる環境を提供して

いる 

⑱  

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己

評価の結果を子どもや保護者に対して発信されて

いるか  

6   2 

行事がある時には前も

って知らせてくれ、そ

の様子も確認できるか

ら 

ホームページや SNS 等で

定期的に事業所からの情

報を発信しているので、

ご周知頂けるよう工夫を

していく 

⑲  個人情報の取扱いに十分注意されているか  8    

漏洩などがないから ご契約時に個人情報の取

り扱いに関しての説明を

行い、同意書にサインを

いただいている 

非

常

時

等

⑳  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、保護者に周知・説明され

ているか。また、発生を想定した訓練が実施されて

いるか  

8    

コロナが流行した時、

幼稚園のクラスで感染

者が出たら出席できな

いなど、しっかり対

策、説明があったから 

各種マニュアルに関して

はファイリングしていつ

でも確認ができるように

している。また、避難訓

練に関しては、事業所内

に掲示している 



 

  

の

対

応 
㉑  

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な訓練が行われているか  
6 1  1 

実際子どもが訓練に参

加しその写真もあるの

で訓練が行われている

ことを確認できたから 

月ごとにテーマを決めた

避難訓練を実施してい

る。また、お子様にも協

力頂き、実際の避難を想

定した訓練も定期的に行

っている 

満

足

度 

㉒  子どもは通所を楽しみにしているか  8    

「きらりでやった」「きら

りでできた」「きらりの先

生にこれみせる」等、楽

しそうに話を子どもがし

てくれるから 

お子様自身が自信をもっ

て日常の生活を送れるよ

うなサポートを今後も行

っていく 

㉓  事業所の支援に満足しているか  8    

子どもは不器用なところ

がありハサミもなかなか

すぐに上手に切るという

事ができず、自信を無く

し取り組もうとしなくな

るところがあるが子ども

の特性を理解し子どもの

ペースで「できた」を経

験させてくれるので自信

をもつことができている

ことにとても感謝してい

る 

研修等を実施しながら、

ご利用頂いているお子様

や保護者様の困り感を少

しでも軽減できるよう

に、今後も事業所として

質の向上が図れるよう努

めていく 

  

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に

より事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。  


